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令和６年度事業報告書 

 

自  令和６年４月 １ 日 

至    令和７年３月３１日 

 

 

 

 

 

 オートレース業界における令和６年度の売上は、レースも順調に開催され、通常開

催及びミッドナイト等枠外開催日数の増加などにより前年度比約７．８％の増収とな

った。 

 一方では、長期的に続く社会情勢悪化や国内の物価高騰等、業界を取り巻く環境も

厳しい状況は続いております。 

当共済会はこのような厳しい環境下、選手および関係者による協力と理解のもと、

健全で安定的な運営を維持するため、新制度へ移行し会員の福祉等充実を図った。 

 なお、令和６年度事業計画に基づき実施した事業結果は次のとおりである。 
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１．事業の概要 

 全国の小型自動車競走登録選手の福祉を図り、もって地方公共団体の行う小型 

自動車競走の健全なる発展に寄与することを目的に次の事業を行った。 

（１）社会保障制度及び共済制度の調査研究事業 

（２）負傷、慶弔、退職等の際における選手の共済事業 

（３）選手訓練に対する支援事業 

（４）（１）、（２）及び（３）に掲げるもののほか、本財団の目的を達成するた

めに必要な事業 

 

２．財団の概要 

（１）役員（令和 7 年 3 月 31 日現在） 

理 事 長  中野 光公 

専務理事  安  祐一 

理 事  鈴木 琢也 

 〃    村田 雅之 

 〃    木村 尊治 

 〃    大下 賢二 

 〃    中井 智明 

 〃    西川 頼臣 

 〃    角南 一如 

 〃    石坂  剛 

 〃    上田 泰正 

監 事  三浦 康平 

   〃    野原 康正 

（２）評議員（令和 7 年 3 月 31 日現在） 

評 議 員  秋谷 美隆 

 〃    石下 博之 

 〃    五十嵐俊幸 

 〃    有吉 辰也 

 〃    小原  望 

 〃    安東 久隆 

 〃    藤波 直也 

 〃    志方 優治 

 〃    飯塚  栄 

 〃    大石 敏仁 

 〃    石原 壮一 

 〃    林  鉄也 
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３．事業の実施内容 

（１）社会保障制度及び共済制度の調査研究事業 

  他種公営競技の共済制度等について調査研究し、本財団の業務内容改善に 

つとめた。 

 

（２）負傷、慶弔、退職等の際における選手の共済事業 

 給付別の執行状況については以下のとおりであった。 

① 遺族給付 

遺族給付の支給はありません。予算、51,000 千円。 

② 障害給付 

18,000 千円の予算に対して、障害等級 1 級認定者１件、13,000 千円を

支給。 

③ 休養給付 

65,000 千円の予算に対して、合計 63 件 総額 48,280 千円を支給。その内

訳は、「競走中等」の事故による給付 61 件、47,400 千円、「準競走中」の

事故による給付 2 件、880 千円であった。 

④ 慶弔給付 

慶弔給付の支給はありません。予算、6,320 千円。 

⑤ 障害年金給付 

7 名分 16,500 千円の予算に対して、8 名総額11,448千円を支給。なお、等

級別内訳は、1～2 級 5 名7,938千円、3～4 級 3 名 3,510 千円である。 

⑥ 退職給付 

2,120,598 千円の予算に対して、対象となる会員全員に総額約 2,120,598 千

円を支給。 

これをもって退職給付は廃止となった。 

⑦ 選手厚生 

インフルエンザ予防接種費用補助として、会員本人と同居家族に対し 61

件分約 613 千円を支給。人間ドック受診費用補助として、9 件、約 160 千

円を支給。 

なお、令和２年度から令和６年度の給付別実績は別表１のとおりである。 

 

（３）選手訓練に対する支援事業 

公営競技の公正且つ安全な競技の実施及び資質の向上を目的として、（一社）

全日本オートレース選手会・各支部において事故防止対策特別訓練を各支部４

回以上、行ったことにより、その費用の一部負担として一支部 3,500 千円、総

額 17,500 千円を支給した。 

    なお、選手訓練の実施状況については、別表２のとおりである。 
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（４）年度末精算 

令和６年度は制度改正を行い、当期一般正味財産増減額が 56,500 千円を超え

たため、「会費の年度末精算に関する内規」の規定に則り、会員に対し年度末

精算を実施。また、当期一般正味財産増減額と 56,500 千円の差額を会員、施行

者及びＪＫＡで拠出割合にて按分し、会員に対する年度末精算合計額は、約

77,597 千円となった。詳細については、別表３のとおりである。 

 

４．その他 

（１）障害年金給付受給者の現況確認 

現在の受給者は 8 名で、年度初めに書面にて現況確認を行った。 

なお、受給者の現況については、別表４のとおりである。 
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５．諸会議の開催状況 

（１）理事会 

開 催 年月日 場 所 議    題 備 考 

第201回 6. 6.10 
ＪＫＡ会議室 
（ＷＥＢ） 

1.令和５年度分年度末精算について 

2.令和５年度分退職給付特別会計運用利息の

給付について 

3.令和５年度事業報告について 

4.令和５年度収支決算について 

5.評議員会の開催について 

6.評議員及び役員の選出について 

7.人間ドック受診費用補助制度について 

8.森園数敏選手の休養給付延長について 

（報告事項） 

1.理事長及び専務理事の業務報告について 

2.旅費規程の運用方法について 

承 認 

同 上 

同 上 

同 上 

同  上 

同 上 

同 上 

同 上 

同 上 

 

 

 

第202回 6.12.20 
ＪＫＡ会議室 
（ＷＥＢ） 

1.年度末精算制度の運用の適正化について 

2.退職給付特別会計閉鎖に関わる規程の改正

について 

3.年度末精算における欠格の審議について 

（報告事項） 

1.理事長及び専務理事の業務報告について 

2.休養給付延長の申請について 

再審議 

承 認 

 

再審議 

 

 

 

第203回  7. 3.11 
ＪＫＡ会議室 
（ＷＥＢ） 

1.業務規程の改正について 

2.会費の年度末精算に関する内規の改正につ

いて 

3.年度末精算における欠格の審議について 

4.令和７年度事業計画について 

5.令和７年度収支予算について 

6.休養給付延長について 

7.事務局長の選任について 

了 承 

同 上 

 

同 上 

承 認 

同 上 

了 承 

同 上 

 

（２）評議員会 

開 催 年月日 場 所 議    題 備 考 

第78回 6. 6.24 
ＪＫＡ会議室 
（ＷＥＢ） 

1.令和５年度事業報告について 

2.令和５年度決算報告について 

3.評議員及び役員の選任について 

承 認 

同 上 

同 上 
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６．給付審議委員会 

 （１）委員（令和 7 年 3 月 31 日現在） 

委員長   中野 光公 

委 員   鈴木 琢也 

 〃     中井 智明 

 〃    西川 頼臣 

 〃     角南 一如 

 〃     石坂  剛 

 〃     上田 泰正 

 〃     林  鉄也 

〃     角田 正明 

 

 （２）給付審議委員会の開催状況 

開 催 年月日 場 所 議    題 備 考 

第86回 6. 6.10 
ＪＫＡ会議室 

（ＷＥＢ） 
1.障害給付と障害年金給付の新規認定につい

て(井上秀則元選手) 
承 認 

第87回 7. 2. 6 書面審議 1. 障害年金給付の期間延長について(１名分) 承 認 
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７．本部事務局組織表（令和 7 年 3 月 31 日現在） 

 
 

 

８．令和６年度正会員入退会 

 

所 属 
６．３．３１ 

現 在 数 

６年度 
７．３．３１ 

現 在 数 入会員数 退会員数 

埼 玉 ８７ ３ ０ ９０ 

静 岡 ７７ ４ １ ８０ 

福 岡 ７５ ４ １ ７８ 

山 口 ７３ ５ ０ ７８ 

群 馬 ９１ ２ ０ ９３ 

合 計 ４０３ １８ ２ ４１９ 

 

業務課 

(兼)課長事務取扱 

 石井  剛 

係長 髙木 幸子 

係長 小野 好美 

係長 永井 和幸 

 

総務課 

(兼)課長事務取扱 

小林 俊也 

係長 小野 好美 

事務局   

局長 小林 俊也 

経理課 

(兼)課長事務取扱 

 小林 俊也 

係長 小野 好美 

次長 石井  剛 


